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10月記者懇談会 

 

令和３年 10 月 25 日（月） 

 午前 11 時 203 会議室  

 

 

 

 

町長月間予定（総務課） 

・月間行事予定の説明 

 

 

町の主なトピックス（担当課ＰＲ分） 

・新型コロナワクチン接種の状況について（健康推進課 健康づくり支援係） 

○接種状況について 

1 回目接種済み、予約済みの方、90. 3%。 

2 回接種済みの方、81. 81%。 

箕輪町の 1、２回目のワクチン接種は、11 月で

概ね終了する。11 月 13 日が集団接種の最終日。 

今後は、新たに 12 歳になる方を中心に、月 1、

2 回の接種を各医院で行っていく。 

○3回目接種について 

３回目接種を実施する方針が国から出された。

【対象者】2 回目接種を終えた方 

【実施時期】2 回目接種終了から概ね８か月以上経過後 

【使用ワクチン】１、2 回目接種と同一のワクチン 

 箕輪町は、2 回目接種が終了した順番に予診票を送付する。65 歳以上の方には、日時・場所を

指定した案内状を同封する予定。64 歳以下の方は、ご自身で予約していただくよう通知する。 

（資料に基づき説明） 

 

町長） 3 回目接種は、ワクチンが予定どおり入ってくる前提で計画しています。基本的には、

ファイザー社製のものです。2 回目の接種を終えた方が 3 回目接種を希望されるかわか

りませんが、できるだけ接種していただけるように案内していきたいと思います。64 歳

以下の方は、1、2 回目接種の際に予約方式でやっていただいていますので、皆さん対応

できるかと思います。 

 

記者） 65 歳以上の方は日時・会場を指定するとのことですが、集団接種も含めるのでしょう 

か。 

→ 1、2 回目に接種していただいた場所を基本にしながら、変更等あれば対応します。 

 

 

出席者：みのわ新聞、長野日報、信濃毎日新聞、伊那ケーブルテレビ 

事務局：毛利、山口、原 
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・2021みのわ町民文化祭について（公民館） 

10 月 30 日（土）～11 月 3 日（水・祝）まで、

展示のみで実施する。 

【出展団体】 

40 団体（保育園 8、小中学校 6、箕輪進修高校） 

【出展作品】 

 242 点（昨年度 1313 点）。例年並み。 

（資料に基づき説明） 

 

 

 

 

 

・箕輪学かるたの完成について（博物館） 

「ふるさと学習箕輪学」の取り組みの一環とし

て、「箕輪学かるた」を作成した。町内の小中学校、

保育園、学童クラブなどに無料で配布。 

一般販売は、町内在住者または出身者のみで、１

部 1,000 円で販売する。 

【対象】主に小学校・保育園のお子様 

【イラスト】絵本作家なかじまゆたかさん 

【内容】町内の観光地や文化財、伝説など 

 

 

 

 

 

町長コメント 

〇プレミアム付商品券について 

応募が予定数に達しなかったため、追加の販売を

したところ、極めて多くの方に応募をいただき、予定

数を超えてしてしまいました。当初の段階では抽選

をする予定でしたが、この商品券は、町内事業者の支

援や、住民の皆さんの暮らしの応援を目的としてお

り、消費拡大策の一環でもありますので、追加でお申

し込みいただいたすべての皆さんに販売するという

ことにさせていただきました。それに伴い、2,900 万

円ほど予算の補正が必要となります。これについては、専決処分をさせていただきます。 

紙のプレミアムの応援券については、当初 1 万 5,000 冊を予定していたのに対し、１万 3,000

冊しか応募がありませんでしたが、9,200 冊の追加申し込みがありました。 

電子決済の普及を目的に、みのちゃんカードへのポイントチャージとさせていただいた分につ

いては、当初 5,000 口を予定していたのに対し、2,500 口でしたが、追加申し込みで 3,800 口

以上オーバーをしてしまいました。昨年は、10 万円の給付金の支給後にプレミアム付商品券を販
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売したので多くご購入いただきました。今年はそこまでの想定はしていませんでしたが、新型コ

ロナが落ち着いてきたタイミングであり、消費行動が少し活発化してきたと考えられます。多く

のお申込みをいただき、ありがたいことだと思っています。応募いただいた全ての方にご購入い

ただきたいと考え、専決処分をさせていただきました。 

 

〇東箕輪サテライトオフィス（夢まち Labo）について 

10 月 14 日にオープンした東箕輪サテライトオフィス（夢まち Labo）ですが、６つのシェア

オフィスを用意し、多くの応募をいただいています。５か所については、利用者が決定し、11 月

以降順次入居していただくことになっています。町外の利用者が 3（うち県外 1）、町内の利用者

が 2 となっています。具体的には、製造業のマッチングをするための事業者、EC サイトやソフ

トウェア開発、スポーツ事業などにお使いいただくことになっています。 

このシェアオフィスは、創業だけではなく、関係人口を創出するような事業をお願いしていき

たいと思っています。創業に関しては、産業支援センターの方がそういった色合いを強く持って

います。夢まち Labo は、いろんな方に使っていただくことを前提としていて、カフェスペース

やコワーキングスペース、フリースペースもあるので、多くの皆さんに活用していただきたいと

思います。 

隣に移住体験住宅がありますので、そちらに宿泊しながらワーキングスペースを使うというこ

ともできますし、地域の皆さんがカフェとして、カフェスペースに集うこともできます。まだま

だこれからですが、一定の目的が達成できるのではないかと期待をしています。 

 

〇通学路の安全確保について 

これから予算の編成に入っていきますが、その中で課題になっているのが通学路の安全をどう

やって確保するかという問題です。 

通学路の点検を終了し、県の教育委員会に 66 か所について点検を行い、安全確保が必要だと

いうことを申し上げてあります。現場を確認する中で、問題点が見えてきました。今まで通学路

として取り扱ってきた場所が適正だったか、もう一度確認した方がいいと感じています。少し回

り道になっても、安全性を確保するために再考していただきたいと申し上げたところが何か所か

ありました。信号機や横断歩道、歩道の設置について、今まで何回も検討や事業をしてきました

が、設置されなかった箇所もありました。少しでも安全度を高めるために町で取り組んでいくこ

とはもちろんですが、県にも要望していく必要性を強く感じました。 

グリーンベルトやドットラインの設置等をして、少しでも安全度を高めていきたいと思います。

その上で、抜本的な対策があると思いますが、現時点ではそれを全てできるというわけではあり

ませんので、少しでも子供たちの安全性が高まるように、ハード面のお願いをしていくと同時に、

ソフト面では、見守り隊の皆さんが活動しやすいような工夫や情報提供が必要だと思っています。

これについては、今年の予算の中でできるものはもちろんやっていきますが、令和 4 年度の当初

予算の中にも入れていきたいと思っています。 

 

記者） 夢まち Labo のシェアオフィスについて、６か所中５か所が決定したとのことですが、

残りの１か所は未定ということでしょうか。 

 町長） 未定です。要望はありますが、１度にすべてを埋めてしまわないように、産業支援セ

ンターにも空きがあるので、そちらに振り替えたりしています。見学に来ていただいた

方は多くいらっしゃいましたが、募集期間が短かったので、申し込みに至らなかったと

いうこともありました。 


























